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は  し  つヾ  き

八え市は河内千野のヤ夫部に位置し、士代より乖茨 と大4rPを 結ぶ夫竜の募

地であります。従って、市或には多数の竜跡が存在 し、こ才(ら は士代史を得

明する上で昔會な子がかりを表々に与えてくオ(ま す。 ところが竜年の急激な

関発に伴ない多くの埋咸丈化財は消武の危機に頻 しており、今奮な竜跡の実

態をtL握 することは千急の採筵であります。

八え市及育奏貴会では、昭rrP 5 5年度国痒補助章常 として八え鵠竜跡他の

発撮調査を実施 し、今後の関発に対する埋咸夫化財保装のための基礎介料を

作式 しました。今後 ともこ才くらの調査で得たいくつかの介朴 をもとにして、

埋咸夫化財の保存に万仝ど貌す所存でぉります。

肖、無孝昔のfll行 に当たり、調査に御協力を預いた関係オ をはじめ市民の

方々に深 く愁謝の意 を表する次第であります。

昭
～
56年 3月

八 え 市 衣 有 奏 員会

新 兵 坂 木 エ ー
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例 言 _

口
~

1.本書は、八尾市教育委員会が、昭和 55年度国庫補助事業 (総額 2,000,000円、国庫 50%

・府補助 25%)と して計画し、実施した、八尾南遺跡他の緊急発堀調査事業の報告書である。

2.調査は、八尾市教育委員会文化財室、山本昭、米田敏幸が担当し、昭和 55年 6月 1日 より、

3月 31日 までの間に実施した。

3.八尾南遺跡の調査については、米田敏幸が現地にあたり、阪南大学西村公助、神戸大学林三雄、

関西大学中野慶太諸氏の御協力を得たoまた、東郷遺跡の調査については、文化財室高萩千秋が現地

にあたり、黒川富久雄、他補助員諸氏の御協力を頂いた。

4.調査に際しては、実測図、写真をはじめ、スライドなどの記録をとった。ひろく利用されるこ

とを希望したい。

八尾南遺跡範囲確認調査

東郷遺跡発堀調査概要
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八 尾 南 遺 跡 範 囲確 認 調 査

l調 査 経 過

八尾市域では、最近開発の波が急速に進み、市域における多くの遺跡は、破壊または消滅の危機に

顔している。特に、八尾市南部地域では、l・L下鉄谷町線の延伸や道路整備等に伴ない、今後とも大規

模な開発が予想される。先年、地下鉄谷町線の延伸工事に伴ない、八尾南遺跡調査会によって調査さ

れた八尾南遺跡は、古墳時代の集落址などを主体とする縄文時代～鎌倉時代までの複合遺跡であり、

貴重な遺構、遺物の発見が相次いだ。

八尾市教育委員会では、将来この地域に予想される開発に対応するため、昭和 55年度の国庫補助

事業として八尾南遺跡の範囲確認調査を実施し、基礎資料の作成を行なうことにした。今年の調査は、

遺跡の主要都と想定される地下鉄谷町線操車場用地を中心として、八尾南遺跡のゴヒ及び南の範囲を確

認することを目的として行なった。調査期間は、 6月 2日～6月 30日で、南側八尾開発事業団用地

内に 3ケ所、北側西木の本国有地内 1ケPblこ調査区を設定し、トレンテ及びグリットによる発堀調査を

実施した。調査区の地番及び調査面積は次のとおりである。

第 1調査区 八尾市若林町 314-10

第 2調査区 八尾市若林町 396-4

第 3調査区 八尾市若林町 314-4

第 4調査区 八尾市西木の本 4丁 目

50″

50″

60″

30″

調査方法は、調査区の盛上を機械堀削、旧耕土以下は手堀 りによる調査を行ない、写真及び記録の

作成を行なった。

この他、八尾市丹北太田 20番地でも遺構確認のための試堀調査を行なったので、第 5調査区として、

本報告に所収 した。

2 八 尾南遺跡 の位置 と環境

八尾南遺跡は、八尾市木ノ本から若林町に拡がる縄文時代から鎌倉時代にわたる集藩遺跡である。

ここは、南より延びる羽曳野丘陵の縁端部に位晉し、ここより河内低平地が北に拡がる。従って、こ

こは南北に流れる河川流路と、自然提防状の微高地とが交互に入り混 り、こういった微高jjLを利用し

ての集藩の形成が行なわれていたと推定される。現在、南を流れる大和川が羽曳野丘陵との間に横た

わるが、かっては南に位置する藤井寺市や松原市域の遺跡群とも密接なかかわりをもち、西方の長原

や瓜破遺跡とも、有機的なつながりがあることは確実で、中河内の歴史を考える上で重要な接点に位

置する。ところんゞ、ここは八尾市域でも南西端に位置し、丹北郡に含まれる地域で、南は松原市に、

西は大阪市に接し、現在では八尾市の僻地といわれるほどに中心部よりかけ離れた地域となっている。
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八尾南遺跡調査 区設定図
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そこへ、昭和 48年より地下鉄谷町線の延伸計画がもち上がり、昭和 53年よりそれに伴なう事前発

堀調査が、八尾南遺跡調査会によって行なわれた。

それによって、古墳時代の集落・水田・古墳といった貴重な遺構とともに、縄文・ 弥生・鎌倉の各

時代の遺物が検出され、この遺跡の全貌と重要性が明らかとなった。

さて、周辺の遺跡を概観すると、すぐ西に隣接する大阪市長原遺跡では、すでに旧石器時代より人

が居住していたことが最近知られるようになっている。縄文時代では、後期の土器が南方にある大和

川の河川敷で採集されており、また、長原遺跡でも後期・晩期の遺構や土器の出土をみている。

林生時代になると、前期に、瓜破・八尾南に集落が出現するが、中期には、八尾南周辺の集落は姿を

消し、亀井遺跡が北方に出現する。しかし、後期になると、八尾南 。長原にも再び人が住み始め、古

墳時代の中期に至るまで、周辺に点々と集落が営まれていたようである。

その後、5世紀後半頃には、長原を中心として、八尾南遺跡の西方の地域に大古墳群が営まれるよう

になる。また、長原遺跡や八尾南遺跡では、平安時代～鎌倉時代の遺構 。遺物が多く出土し、この時

代にも集落の形成が行なわれていたものと思われる。現在、当遺跡を流れる大和川は、宝永 1年の改

修によって付け替えられたもので、現在でも大和川を挟んで、南と北に若林という村落が存在する。

5 調 査 の 概 要

第 1調査区

若林町 314-10は 、今回の調査の最南端に当り、若林の旧村落の北隣に位置する。第 1調査区は、

三角に造成された土地の東端に、 4× 9 rnの トレンチを設定し、盛土及び旧耕土を機械堀削の後、そ

れ以下を発堀調査した。

旧耕土は、OP+12.80mの レベルで、それ以下 110物の層序は、第 1層乳褐色砂質土、第 2

層乳灰色砂質土、第 3層暗黄灰色粘砂土、第 4層黄灰禍色細砂粘土、第 5層茶黄灰色微砂粘土、第 6

層茶黄灰色粘土、第 7層青灰色粘土、第 8層暗灰色粘土に分けられる。

これらのうち、第 1層及び第 2層では、瓦器、須恵器、土師器、瓦片を多く検出した。また、第 3

層は、八尾南遺跡地下鉄調査時の古墳時代の包含層に対応するものであろうと考えることがでさる。

また、第 6層をベースとして切り込み、青灰褐色細砂が堆積する南北方向の河道を検出した。上幅は

5.6掏 で、砂層内に遺物は検出できなかったが、弥生時代以前のものであろう。

第 2調査区

若林町 396-4に設定した第 2調査区は、第 1調査区の北方 200mにあたり、地下鉄調査地の 南

100mの地点にある。こCでは、 5× 10mの トレンテによる発堀調査を行なった。

調査結果、 GL-160勤 の盛土、旧表土を除去すると、以下 120師の間は、第 1層淡黄灰色
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砂質粘土、第 2層灰褐色砂質粘土、第3層灰色粘土、第 4層黄灰色粘土、第 5層暗黄福色粘土、第 6

層黄灰福色粘土、第 7層淡青灰色粘土、第 8層暗灰色粘土、第 9層青黄灰色粘土といった層序となる。

このうち、第 4層は、第 5層の東側が落ち込んでいる部分に堆積している。また、トレンテ中央付近

では、第 4層を切り込んで茶黄灰褐色細砂が堆積する幅 60切、深さ 30防の南北方向の小溝を検出

できた。遺物は、第 3層に土師器片、第 4層では、弥生式土器の底部が出土した。

第3調査区

若林町314-4に 設定した調査区は、第2ト レンチの東方 100mに位置し、地下鉄八尾南駅駅舎

の南方 130mの地点に当る。ここでは、 5× 10mの トレンチによる調査を実施し濫

GLよ り170勤の駆土・旧耕土を除去すると、以下 70∽の間の層序は、第 1層灰色砂質上、第 2

層灰褐色砂質粘土、第 3層黄褐色砂質土、第 4層淡黄灰色粘土、第 5層黄灰褐色粘土、第 6層淡青灰

色粘土、第7層暗青灰色粘土となる。遺構は、第 3層上面において検出した。この面は、南側が高く、

北へゆるやかな傾斜をもつ。この遺構には、古墳時代の溝、土拡、ピット群及び中世の小溝などがあ

る。古墳時代の遺構は、黒禍色の粘土を堆積土としており、中世の遺構は灰褐色砂粘土が堆積する。

〈』広〉 長径 140印、短径 100防 の楕円型の平面形を呈する。深さは 25切を測り、土広埋土

からは、庄内式甕の破片 (1)が出土している。

くピット群〉 調査区内において20個程検出した。これらは、径 50切 ぐらいのものから10勁程

度のものまで見られるが、径 20～ 30切 くらいのものが東側を中心に多く見られる。深さは、10～

20勁前後であるが、規則的に並ぶものは、調査区内においては検出することができなかった。これ

らのピット埋土から、土師器片や須恵器杯片 (2)が検出されている。

〈土器埋納ピット〉 調査区東寄り中央付近のピットより、小型器台形土器 (3)が完型で出土した。

ピットの長径は 30切、短径 20例で、深さは 23印を測る。器台形土器は、皿状に開く受部に、湾

曲して拡がる脚台がつくもので、受部内面をハケナデ、受部外面及び脚部内外面をヨコナデによって

仕上げる。色調は、乳赤褐色で、精良な胎土をもち、黒斑が受部内面に認められる。

〈薄〉 調査区南中央付近より北西へ延びる幅 40初の小溝である。深さは 10切程で、遺物はほと

んど出土しなかった。          .

く中世の小溝〉 調査区内を東西に走る小薦で、 3条検出 した。溝内には、灰褐色砂粘土が堆積する。

方向が条里の方向と一致するところから、中世以後の耕作に関連する遺構と思われる。

第 4調査区

八尾南遺跡のゴヒ限を確認するため、八尾飛行場の北方 200切の西木ノ本 4丁目に、4× 5物 の トレ

ンテを設定し、発堀調査を実施した。調査は、現地表より30初 の盛土及び旧表土を除去した後、以

下 180勤 の間、人力による平面及び断面調査を実施した。層序は、第 1層の旧耕土以下、第2層淡灰

色砂質粘土、第 3層灰裡臼粘土、第 4層灰褐色粘砂土、第 5層黄褐色砂質土、第 6層暗青灰色粘土、
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第 7層暗灰色粘上、第 8層黒色砂質土、第 9層乳灰色砂質土層となる。

これ らのうち、第 4層 までは遺物の包含は認められなかったが、第 5層、第 6層には、土師器、須

恵器、黒色土器等の遺物の包含が多数みられた。いずれも細片で、磨耗を受けており、流水による三

次堆積であろうと思われる。第 7層は、粘質度の高い粘土であ り、その上面は、足跡や水田畦畔を伴

なう水田遺構となっている。水田陸畔は、調査区の北側を東西方向に走るもので、幅 60～ 90∽ 、

高さ 15И を測 り、上面に足跡状の凹みが多数みられる。この陸畔は、調査区東付近で区切れてお り、

水口になっていたものと思われる。この水口を中心に、陸畔の南側に沿って水田面の凹みが認められ、

調査区の北東隅には、深さ 15切 程の落ち込みがみられる。足跡状の凹みは、暗灰色粘土上面より切

り込む、深さ 10切程度の小 ピット群で、水田面上に 94個 、陸畔上に 23個の計 117個検出 で き

た。これらの中には、第 5層にみられる黄褐色の粗砂が堆積する長さ20～ 25勁程度の長円形のもの

と、径 10勤 程度の円形のものがみられる。これらは、いずれも足跡であろうと推定できる。

この水田面の標高は、OP=+9.7窪 にあり、現地表下 180切 である。水田の時期は、水田上層の

第 5.6層より出上した遺物か ら平安時代末頃におくことができよう。第 7層の水田面より約 35

勤下の第 8層は、古墳時代中期の遺物の包含層である。この層は、深さ5俯程の黒色土層であるが、

土師器や須恵器が出土した。

土師器壼 (4)は 、球形の体部に短かく外反する広口の口縁かつくもので、内面をヘラケズリし、外

面上半は縦方向の細かいハケ、下半は横方向の粗いハケ調整を行なう。色調は、淡赤褐色を呈し、胎

土に石英、長石粒を含む。

須恵器は、高杯の日縁及び脚部が出上している。

無蓋高杯の口縁部 (5)は、ゆるく外反したのち、細くなる端部をもつ。外面に突線が廻り、その下

に波状文を施す。

高杯の脚部 (6)は、ハの字に開くもので、端部は、外側に平担面をなし、凸線上の稜をつくる。中

位には、断面三角の一条の凸線を廻らす。

これらの須恵器の時期は、陶邑編年による I型式 1段階ないし2段階に編年できる。地下鉄調査地

における古墳時代の集落との間に、何らかの関連が予想される。

第 5調査区

八尾市大字丹北太田 20番地は、地下鉄調査地の東南 500妨、第 1調査区の東方 400伽に位置し、

八尾南遺跡の一角に当る可能性があり、4× 5初の トレンテによる発堀調査を実施した。

層序は、約 100物 の盛土を除去すると、旧耕土となり、以下 130師の間は、第 2層淡黄灰色シ

ルト粘土、第 3層黄灰色粘土、第 4層灰色細砂粘土、第 5層淡灰色細砂粘土、第 6層暗茶灰色細砂粘

土、第 7層黄灰色粘土、第 8層青灰色粘土となる。

調査の結果、第 3層に土師器片の包含が若干みられた他は、顕著な遺構、遺物は検出できなかった。
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～八尾市若林町大和川中洲採集 の土器について～

ここ:輔7けいる資料
`鋼
和55年 7月、 地元の大正小学校の学童等によって採集され、八尾市教育委員

会文化財室に届けられたものである。八尾南遺跡を考える上での貴重な資料である。

この中洲は、大正橋の下流約 1000筋のところから明治橋にかけてのびるもので、土器が採集され

たのは、この中洲の東側の先端付近であるという。ここは、現在の八尾市若林の旧村に対峙する位置

に当る。出土状況は、水流にあらわれた粘土層より発見したということである。遺物は、須恵器壷 1

点と土師器重 1点で、いずれも完型で保存状況も良好である。

須恵器重 (7)口縁部は、屈曲して立ち上がった頸部より、上方へ外反してのびる。端部付近に凸

線を付して段をつくり、端部は外端面に凹面をつくって上へのびる。頃部にも断面三角形の凸線をめ

ぐらせ、上下に波状文を付す。体部は肩がやや張り出し、中位上方に最大径をもつ扁球形を呈する。

最大径よりや 上ゝ方の2本の沈線間に波状文をめぐらす。日縁部及び体部中位に回転ナデ、肩部及び

底部に平行叩き目を残す。

土師器重 (8)口縁部は広口で、屈曲して立ち上が り、短く外反する。端部は丸い。胴部は球形丸

底を呈する。体部外面は縦ハケの後、粗い横ハケ、底部はナデで調整する。内面は上半はヘラナデ、

下半にはユビナデを行なう。日縁部は、外面が縦ハケの後横ナデ、内面は横ハケナデで調整する。

この壼と形態、手法共に同様のものが、八尾南遺跡の地下鉄調査地でも出土しており、やはり、初期

須恵器と共伴している。口径15.8勁 、1同径18.0師、器高18.0印、色調は淡褐色で、胎土に微砂

粒を含む硬質の土師器

である。

これらの遺物の発見

場所は、すでに調査さ

れている八尾南遺跡の

地下鉄調査地区の古墳

時代集落か ら南へ 約

600η 離れてお り、

ここに新たな集落遺跡

の存在を推定すること

もできる。

-8-―
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ま  と  め

～八尾南遺跡 の概要 と範 囲 ～

今回の調査では、遺跡の中心部と思われる地下鉄八尾南駅駅舎 。操車場付近 (A地点 )を中心とし

て、南と北に調査区を設定したわけであるが、特に古墳時代の遺構が、従来考えられていたよりも意

外に広い拡がりをもち、南北 1000η の範囲に存在することが判明 した。つまり、北は八尾市西木

の本に設定した第 4調査区において、 5世紀後半頃の遺物包含層を確認したこと、また、南側では、

第 3調査区の遺構群や大和川中洲において採集された土器によって、さらに南北に延びている可能性

もあり、北は大阪市の長原遺跡に、南は松原市域にまでこれらの遺跡が続いている可能性が考えられ

る。また、今回古墳時代の遺構 。遺物が確認できなかった第 1調査区周辺においても、最近の調査で

6世紀代の古墳や古墳時代の上広・ ピットを伴なう遺構群が検出された (B IIL点 )。

このようなことから、古墳時代における当遺跡は、南から北へ延びるなだらかな微高地上にいくつか

の集落や古墳が点々とならんで、極めて広い範囲に点在していた可能性を考えることができる。これ

ら古墳時代の遺構群は、いずれも黄褐色の砂質土をベースにして営まれており、このような自然提防

状の微高地は、当時の人々の居住地として適した場所であったのであろう。

さて、大和川中洲・ llL下鉄調査地。第 3調査区においでは、 5世紀後半から末頃に属する須恵器・

土師器等の遺物が出土したわけであるが、さらに、北東の八尾市南木の本においても、同時期の遺物

が多量に出土した地点がある。これらは、いずれも古墳時代の集落であった可能性を考えることがで

きる。また、現在中央環状線の通っている長吉長原一帯の地域は、やはり5世紀後半を中心とする長

原古墳群が存在している。とすると、これら古墳時代の集落は、長原古墳群の東側 500～ 20007t

の地点に、南北に並んで所在することが考えられる。この両者の間には、時期的にも位置的にもなん

らかの有機的な関連を考え得ることが可能であろう。すなわち、長原・八尾南遺跡では、 5世紀後半

頃には、中央環状線を中心とする西側は墳墓地域、八尾南遺跡を中心とする東側を居住地域として利

用していた可能性すら考えることもできる。今後、両地域における研究の進展が待たれる。

最後に、今回の調査では、縄文・林生・ 鎌倉の各時代の遺構・遺物を検出することはできなかった。

しかし、これら各時代の遺構・ 遺物が付近に存在することは確実であり、今後の調査に期待したいc

-9-
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第 1調 査 区

第 3調 査 区
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一 ■―



八尾南違跡第 3調査区出土違物
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東 郷 遺 跡 発 堀 調 査 概 要

と 東 郷 遺 跡 の概 要

東郷遺跡は、八尾市東本町、北本町、光町、桜ケ丘一帯に 存在する集落遺跡である。

ここでは、昭和 46年度東本町 2丁 目付近の水道管埋設工事で墨書人面土器が出土 したことが知られ

ている。それ以後近鉄高架工事、下水工事などで、若干の遺物包含層の存在が確認されている以外、

その実態は明らかにされていない。

今回の調査地は、八尾市桜ケ丘 3丁 目8-1,8-9で 、調査の期間は、昭和 56年 1月 10日～ 1

月 21日 である。

2 位 置 と環境

東郷遺跡は、八尾市の中心部に位置し、古くは河肉国若江郡に属する土地で、楠根川と長瀬川に換

まれた沖積tFLに立地する。同じ沖積地上には、外生～中世に続く集落遺跡である中田遺跡、小阪合遺

跡があり、同時期の遺跡が広範囲に密集する古代から開けた地域である。特に長瀬川、楠根川等の河

川は、大和サII、 石川の豊かな水をこの地域に送り、それらは肥沃な地を造成するとともに、その水運

によって、この土地を交通の要衝にしている。このようなことから河内低平地における集落遺跡は、

豊かな経済基盤を背景に、古代、中世を経て近世に至るまで絶えることなく発達した跡を留めている。

5 調査 の概要

今回の調査は、 5× 5初 のグリットを設定し、試堀を行なったところ、濃密な遺物包含層を検出し

たので、そのままグリットの拡張を行ない、本格的な発堀調査に切り換えた。

トレンテは5.5× 15切で、最終的に一部拡張を行なったので調査面積は約 82″である。調査の方

法は遺物包含層の上面まで約 80切 を機醐 肖吹以下約 60勤 を手堀りにより調査を行なった。

層位は、地表から遺構面までの深さ 16ηで西南端部から東へ行くに従って低く、中央部に幅 5御

の南北に拡がる落ち込み遺 構がある。土層は、盛± 60～ 80切 を除去すると、第 1層一 耕土、第

2層 ―床土 ,第 3層―茶灰禍色土 ,第 4層 ―暗茶灰褐色土,そし匈 褐色砂粘土 (地山、OP+8.50

糊を計る )である。このうち第 3層 ,第 4層の 2層 は包含層で、第 3層は包含する遺物からみて中世

の整地層であり、低地部を整地するために他の高地部から運んで来たものと思われる。なお、地山面

で遺構は検出さ絋 力Ъたが古墳時代前期の庄内式甕 1点が出土した。これより下層は砂層である。

遺  構

遺構は、南北に拡がる落ち込み遺構を換み、薦、』啄、井戸等が検出された。

―…13-―



SK2

長径 110∽ 短径 90切 深さ30効 で楕円形の上姫である。土層は淡黄灰色土の 1層で須恵器甕、

土師器甕 ,製塩土器片を出土している、時期は古墳時代中期と考えられる。遺構の性格は明らかでな

い。

SK3

短径 130切深さ40効で、西端部 (長径 )は、調査区域が限定しているので確認出来なかった。土

層は堀り方の肩に地山 (黄灰色砂粘土 )を埋め、内部の土層は 2つに分けられ、上層は淡黄灰色上で、

炭化物を含んでおり、ほば完型の須恵器不身、高示 響を出土した。時期は古墳時代後期と考えられる。

遺構の性格は明らかでない。

SDl

幅 130切 深さ50師 のほば東西に通る薄で、落ち込み遺構によって切られている。土層は灰黄褐

色上の 1層で、遺物は須恵器 添蓋 ,不身の完型と土師器 ,製塩土器等を出土している。

SEl

井戸は調査区の北西隅で肩の一部を検出、確認のため、その箇所を 2× 2紀 で拡張した。その結果

木枠を伴うものであった。直径約 300御 深さ 150初の』広を堀 り、その内側に外径 90勁 深さ100

物の木枠と井戸枠底で東西に並ぶ 2個の曲物を設置していた。曲物は西側径 38切深さ 10切 厚み 0。 7

切の曲物 1段 と東側径 54切 深さ 15切 厚み o,9物の曲物を 2～ 3段積み重ねたと思われる。その中

より2個体重なって黒色土器椀が出土した。時期は平安時代前期頃と考えられる。

SBl

主軸を東西にとればW-15°一Nを示す、柱間 220師 の柱 P,1,P。 2を確認 したのみであった。

柱穴は堀り方径 80勤のはば四角形を呈している、 P,2の柱穴底には小石礎を据えている。

時期は、SElと 同時期と考えられる。

落ち込み遺構

幅 5紹深さ 60切 で南北に拡がる落ち込み遺構で、土層は包含層が落ち込んだ状態で、遺物は、古

墳～鎌倉時代の遺物を出土する。遺構の性格は明らかでない。

―…14-―



4 ま と め
今回の調査は、東郷遺跡の東北端部にあたる地点であり、古墳時代～鎌倉時代に至る土拡 ,井戸 ,

柱 ,溝等を検出した。遺構は黄灰色砂粘土の地山面で検出されたが、この地山面は落ち込み遺構を換

み東に向ってゆるやかに傾斜している。この地山面

は古墳時代の遺構面となり、第 4層 (暗茶灰褐色土)

上面は平安時代前期の遺構 (SEl,SBl)面 で

あろうと考えられるが、遺構はその上面で確認でき

ず、古墳時代の地山面まで堀り下げて、柱穴底部 ,

井戸等を検出することができた。その後、鎌倉時代

の整地によって埋まったものと考えられる。

これらのことにより古墳時代から鎌倉時代にかけ

て、lla次、集落が形成されたと考えられる。

今回、東郷遺跡の発堀調査は予想以上に大さな成

果を挙げ得たと思う。そして今後の調査の資料とし

爺 用し、東郷遺跡の性格を明らかにしていきたいと考える。 東郷遺跡下層出土遺物

一-15-―



東 郷 遺 跡 調 査 位 置 図
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実測 図

番  号 器 種
土

獲

出
位

法 量 (単位効 )
形 態 ・ 製 作 技 法 色 調 胎 土 焼 成 備 考詩 径 器 層

l

黒
色
土
器
椀

井戸
160

(86)

高台のつく平坦な底部より内彎
しながらのび口縁に至る。端部は

内側に段を持つ。内面見込み部は

平行ヘラミガキの後ヘラによる

不定形暗文を付す。周縁都は圏線

状にヘラミガキする。外面は指頭
ナデの後粗いヘラミガキを行なうc

面

灰

内

黒
色

外面

淡褐
色

精良 良好

黒
色
土
器
椀

井 戸

高台のつく平坦な底部より、内

彎しながら立ち上がる口縁となる(

内面見込み部は平行ヘラミガキを

行ない、周縁部は圏線状にヘラミ

ガキする。内面は横方向にヘラ削

り調整する。

面

灰

　

面

色

内

黒
色
　
外

褐

精良 良好

杯
　
蓋

土躯

3

口縁部は垂直に下り、天丼部は

高く丸い。天丼部2/3回転ヘラ削

り、他 t詢 回転ナデ調整する。

灰 色
やや

粗
堅緻

4

杯

　

身

土拡

3

たち上がりは内傾し端部は丸し光

受部は上外方へのびる。底部は浅

く平らである。体部外面は回転ヘ

ラケズリの後ナデ、下底のみヘラ

ケズリ。

灰 色 密 堅緻

然
付
自
釉
着

5
士電 土躯

3

口縁部欠損、頸部は上外方へ細

くのびる。体部は 琢形を呈する.
内面回転ナデ、外面体部下手回転
ヘラケズリ、他は回転ナデ。

灰 色 密 堅緻

6

一局
　
　
杯

土躯

3

口縁部破損、たち上がりは内傾

する。受部は上外方へのび、体部
は丸い。脚部は太くなだらかに外

彎してひろがり、端部付近で垂直
に屈曲する。杯部は内外面とも回

転ナデ、脚部は、外面カキロ、脚

部の透しは長方形で三方。

灰 色 密 堅緻

7

杯
　
蓋
溝 2

口縁部は内彎しながら下外方に

下り端部は丸い。天丼部は浅く丸

い。天丼部2/3回転ヘラケズリ、

他は回転ナデ。

三高灰

色

やや

粗
堅 緻

8

杯
　
身
溝 2 126

たち上がりはやや内傾ぎみで長

く、端部は平坦面を持つ。受部は

上外方へのび、体部は丸い。体部
3/4回転ヘラ削り、他は回転ナデ

淡灰

色
密 堅緻
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図

号

測実

番 器 種
土

撻

出
位

法 量 (単位効 )
形 態 ・ 製 作 技 法 圭 調 胎 土 焼 成 備 考

ヨ鶴 吾 径 器 高

杯

　

　

身

溝 2

たち上がりは内傾し、端部は尖

がる。受け部は、上外方へのび、

体部は浅く丸い。体部外面2/3回

転ヘラ削り、他は回転ナデ。

淡灰

青色

粒

含

砂

を

む

堅緻

杯

　

　

身

溝 2

たち上がりは内傾して長くのび

端部は丸い。受部は上タト方へのび

体部は浅く丸い。体部外面
3/4回

転ヘラ削り、他は回転ナデ。

灰色
やや

粗
堅 緻

11

杯

　

　

蓋

溝 2

口縁部は垂直に下り、端部は内

側に段を持つ。天丼部は丸味を持

つ。天丼部と口縁部の間は鈍い稜

が見られる。天丼部
1/2回転ヘラ

削り、他は回転ナデ。

灰 色
やや

粗
堅 緻

杯

　

　

蓋

溝 2

口縁部は内彎しながら外下方ヘ

下り、端部は内傾する面となる。

天丼部は丸い。天丼部
1/2回転ヘ

ラ削り、他は回転ナデ。

灰 色
やや

粗
堅 緻

杯

　

　

身

溝 2

たち上がりは、府傾ざみで長く

端部は丸い。受部は上外方へのび

体部は丸く浅い。体部外面2/3回

転ヘラ削り、他は回転ナデ。

灰青

色
密 堅 緻

杯

　

身

溝 2

たち上がりは内傾し、端部は尖

がる。体部は浅い。体部夕1面 2/3

回転ヘラ削り、他は回転ナデ。

淡灰

色

やや

粗
堅 緻

土
師
器
高
杯

溝 2

工
柱状部より彎曲して開き裾部と

なる。柱状部外面ヘラナデ、他は

ユビナデ。

淡茶

褐色
精良 良 好

土
師
器

甕

土 堪
265

口縁部はくの字に屈曲し、上タト

方へ外反する。端部は面をなす。

体部は縦に長く彎曲する。外面

は縦方向のハケ調整、内面は横方

向のハケ調整の後ユビナデをする

赤褐

色

砂

を

む

細

粒

含

良好
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東 郷 遺 跡 出 土 遺 物
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括総

～八尾 市 にお け る古 墳時代後半期 の集落 とその実態～

今回の報告では、奇しくも古墳時代中期から後期に至る集落址の発堀調査の概要を入尾南遺跡 。東

郷遺跡について掲載することができた。近年、八尾市域では特にこの時期の遺跡の調査例が増力日し、

その実態が除々にではあるが明らかになりつつある。殊に今回報告の八尾南遺跡は、約 4万″に及ぶ

地下鉄建設に伴なう木の本地区の調査によりその内容がかなり解明できる他、今回の調査結果も加え

て 5世紀代の堀立柱建物で構成される集落のあり方として重要な問題点を提起している遺跡である。

また、東郷遺跡でも、調査面積が小規模であるにもかかわらず、』感・ Pit・ 溝をはじめとする古墳

時代の遺構の存在は、ここが古墳時代中期より後期にかけて営まれた集落址の中核部分の一画となっ

ていることを示している。

さて、八尾市域には古墳時代の集落推定地が多数存在するが、これらは市域を縦断して流れる長瀬

川・玉串川によって三つの地域に分けることができよう。ここでは、長瀬川左岸以西を西部、長瀬川

と玉串川に換まれた地域を中央部、玉串川以東の山麓地域を東部としてそれぞれの地域に位置する古

墳時代後半期の集落遺跡について述べておきたい。

西部 。長瀬川左岸地域は南よりのびる羽曳野丘陵の延長上に位置しており、南より北へ傾斜する地

形を示す。ここには、南端に位雷する八尾南遺跡をはじめとして亀井遺跡・久宝寺遺跡等が所在して

いる。亀井遺跡では 5世紀後半頃の小型方形墳が一基単独で検出され、組合せ式の木棺を直葬する主

体部が残存していたり。この亀井遺跡のゴヒ方に位置する久宝寺遺跡では、近畿自動車道予定地内の第

1次調査で古墳時代の集藩遺構を確露しておりり、周辺部の管路埋設工事等においても古墳時代中期

・ 後期の遺物の出土をみている。この他、植松南遺跡、植松北遺跡、弓削遺跡等の長瀬川に沿った地

域においても古墳時代中期から後期の土師器 。須恵器の出土が知られている。最近では、八尾南遺跡

の北東に位置する木の本遺跡で 5世紀後半の須恵器とともに多数の製塩土器が出土した。

中央部・八尾市二俣で分岐した長瀬川と玉串川は、間に肥汰なデルタ地帯をつくって古代河内湖に

といでいる。この低地帯には、中田遺跡。東弓削遺跡・ 小阪合遺跡 。東郷遺跡・ 山賀遺跡といった数

多くの古墳時代集藩が存在する。両河川の分岐点のJと側に位置する東弓削遺跡では、古墳時代中期末

から後期に至る須恵器蓋杯、珠等が遺物包含層及び溝状遺構より出土している。この溝状遺構からは、

円筒埴輪・ 朝顔型埴輪等が検出されており、また、盾や家形埴輪等の形象埴輪の出土も知られている

141。 中田遺跡は、この東弓削遺跡の北方に拡がる集落遺跡である。ここでは、古墳時代中期の須恵器

を伴なう時期に建物跡や』啄等が検出されており、Cれ らの』啄や濤状遺構から初期須恵器 ととも

に多量の製塩土器が出土している(0。 また、中田遺跡の縁辺部においては若千の埴輪片や埴輪円筒棺

が出土しており、周辺部に古墳などの墳墓遺構を伴なう大集落であろうと考えられる。
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山賀目琲Qま、最近の近畿自動車道予定地内の発堀調査で 5世紀末頃の小型方形墳が検出されており、

帯金具なども出上している。また、周辺には埴輪片が出土する地点がいくらかあり、この付近一帯に

一つの古墳群が存在したことが考えられる0。 これに対し、山賀遺跡の南西には東大阪市友井東遺跡

が所在し、古墳時代中期・ 後期の堀立柱建物の他鉱滓や製塩土器等が出土しており、明確な集落址と

して位置づけることができよう(D。

東部 。生駒山脈の西麓は、いくつもの扇状地が南北に続いており、この扇状地の上方には高安千塚

をはじめとする数多くの古墳群が密集して営まれている。この扇状地の扇端より玉串川にかけての地

域に大竹遺跡・水越遺跡・ 恩智遺跡等の集落推定地が所在するが、この辺 りの遺跡については発堀調

査例が少なくその実態が明確でない部分も多い。しかし、山麓部の古墳の状況から、さらに多くの集

落址の存在を考えることもできよう。

大竹遺跡は、心合寺山古墳や西の山古墳、愛宕塚古墳等の前期から後期に続く大型古墳群に接して

営まれた遺跡で、須恵器、土師器を含む遺物包含層が存し、濤状遺構より古墳時代中期の上師器類が

出上している伸】。この大竹遺跡の南方に所在する水越遺跡は、玉造り関係の集落遺跡として知られ(り、

古墳時代中期の小型方形墳等が検出されている。

恩智遺跡は、縄文・弥生時代より連綿と続く集落遺跡で、 5世紀末頃の須恵器類や製塩土器等の出

土をみている。

以上、八尾市域における古墳時代後半期の主要遺跡を概観してきたわけであるが、これらの遺跡を

総合的にみて気付いた点を二 ,三問題点としてあげてみようと思う。

最近の発堀調査の成果で特に注目されるのは、従来集落址が存在すると考えられていた低地部の遺

跡イ〔、意外と多くの首墳が存在していることである。これらの古墳の多くは 5世紀後半～ 6世紀初頭

頃の初期須恵器を伴なっており、この時期には、河内低平地においても古墳の築造が盛んに行なわれ

ていたことを示している。つまりこの時期の古墳は、人々の居住した集落と比較的近接した位置に築

造されていたのではないかと考えることができる。しかも、これらの古墳で大規模なものは少なく、

いずれも一辺 10加 前後の小型方形墳であるということは、小規模な集落単位でも比較的容易に古墳

を築造できたであろうと考えられる。さて、巨視的な目でこれらを択えてみると、例えばいくつかの

集落址の存在を想定できる八尾南遺跡とその墳墓地域としての長原古墳群 91)の存在は、地域集団あ

るいは地縁的な同族集団を構成する一つの地域としての単位になるのではないかと考える。これと同

様の視点で他の遺跡をみてみると、古墳群の存在が想定できる山賀遺跡に対して集落址としての友井

東遺跡、埴輪の出土する東弓削遺跡に対し中田遺跡の集落址といったようないくつかの遺跡の対応関

係を想定することも可能ではないかと考える。

次に、八尾南遺跡、東郷遺跡、本の本遺跡、恩智遺跡、及び東大阪市友井東遺跡では、古墳時代中

期後半～末の須恵器に伴ない、製塩土器の出土が日につく。海岸より離れた河内内陸部の古墳時代集
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落遺跡には、必ずといってよいほど製端十器が出土する10'。

これらの土器は、外面に叩き目のあるもυ
'と
ナテ調整をするものが存在し、色調や胎土も様々である。

内陸部においては、これらの上器を用いて製塩を行なっていたことは考え難く、沿岸より内陸部への

運搬用としてこれらの土器を用いたのかも知れない。しかし、内陸部出上の製塩土器には二次加熱を

受けた痕跡のあるものも多数見られ、集落内消費のための再濡製をこれらの土器を用いて行なった可

能性は充分に考えられる。このように、製塩土器出上の内陸部遺跡は確実に塩を消費する集落であっ

たといえるし、換言すれば、製塩土器を出土することがそこを集落とすることができるかどうかの決

め手となるであろう。

最後に、八尾市域における古墳時代の集落の実態は、ほとんど判っていないといっても過言ではな

く未発見の遺跡の数もさらに多数にのぼることであろう。特に古墳時代の遺構は埋没深度が浅いため、

今後とも調査する機会が増加するであろう。それだけに土木工事等によって破壊されていく危瞼性も

大きく、これらの遺跡の実態を把握することが急務であろう。

0                10cm

木の本遣跡出土遺物

Ａ
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